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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
４ 月 ９ 日  （ 水 ）  に 維 新 み

ら い ふ ス タ ジ ア ム に Ｊ １の 強 豪 ・ 鹿 島 ア ン ト ラ ーズ を 迎 え て ル ヴ ァ ン カ ップ ２ 回 戦 を 開 催 し ま した 。 山 口 で の ル ヴ ァ ン カッ プ は 初 め て 。 ク ラ ブ とし て も 初 の ２ 回 戦 で し た 。　
試 合 は 、 レ ノ フ ァ が 先

制 す る も の の 追 い つ か れて し ま い 延 長 戦 へ 。 合 計

１ ２ ０ 分 で は １

－

１ で

決 着 が つ か ず 、 Ｐ Ｋ 戦 に突 入 。 鹿 島 ２ 人 目 の キ ッカ ー 、 元 日 本 代 表 ・ 柴 崎岳 選 手 の シ ュ ー ト を Ｇ Ｋ田 口 潤 人 選 手 が キ ャ ッ チし 、 レ ノ フ ァ が 勝 利 を 収め ま し た 。 応 援 し て い ただ い た 皆 様 、 本 当 に あ りが と う ご ざ い ま し た ！

百 円 バ ス の 花 見

て い る 。 今 年 こ そ は と 春 浅 き 頃 か ら 、身 構 え て い た 。 桜 の 名 所 は 山 口 市 内 に沢 山 あ る 。 が 、 私 は 車 も 自 転 車 も 乗 れな い 。 だ か ら 、 く る く る と 巡 り 全 部 を見 る こ と は で き な い 。 さ て 、 と 考 えた 。 幸 い な こ と に 高 齢 者 に は 百 円 で 乗れ る 市 内 を 循 環 す る バ ス が あ る 。 こ れに 乗 っ て 窓 か ら 花 見 を し よ う 。　
あ あ 、 こ こ に も こ こ に も と 窓 外 に 桜

が 現 れ る 。 冬 の 間 に も 桜 の 樹 は そ こ にあ っ た の だ ろ う け れ ど 、 ち っ と も 目 につ か な い 。 暖 か い 春 の 風 が 吹 く と 、 一気 に 花 開 く 。 山 に 公 園 に 河 川 敷 に ち ょ

　
桜 の 季 節 は あ っ と い う 間

で 毎 年 見 逃 し て し ま う 。 気が つ け ば い つ も 葉 桜 に な っ

っ と し た 空 き 地 に 。 こ ん な に 桜 が あっ た の か 、 と 驚 く 。 春 の 日 に 包 ま れ盛 り の 桜 は 綿 菓 子 の よ う に ふ ん わ り膨 れ て い る 。 隣 の 席 の 女 性 が 「 今 年の 桜 は 少 し 白 っ ぽ い 」 と 言 っ た 。　
春 な れ や 名 も な き 山 の 薄 霞

　
芭 蕉

　
桜 に 酔 っ た 私 は 、 今 度 は 萩 ま で 遠

出 し よ う と 思 っ た 。 峠 や 海 近 く の 桜が 見 た い 。 有 難 い こ と に 年 配 の 私 は萩 ま で の 乗 車 料 金 百 円 。 片 道 約 一 時間 半 の 桜 遊 覧 。 一 番 後 ろ に 座 り 、 左右 の 花 を 楽 し ん だ 。 峠 の 桜 は 窓 に 当た り そ う な ほ ど 近 い 。 萩 へ の 街 道 は桜 ま み れ 。 萩 市 内 を 巡 る バ ス も 百円 。 観 光 地 の 案 内 が 車 内 放 送 さ れ 耳を 澄 ま せ た 。 バ ス が 高 台 を 走 る と 眼下 に 春 の 海 。 桜 と 青 い 海 。 良 い 一 日だ っ た 。

月 の 光

　
そ の 二

詩 集 『 在 り し 日 の 歌 』 よ り

お ゝ チ ル シ ス と ア マ ン ト が庭 に 出 て 来 て 遊 ん で るほ ん に 今 夜 は 春 の 宵な ま あ つ た か い 靄 も あ る月 の 光 に 照 ら さ れ て庭 の ベ ン チ の 上 に ゐ るギ タ ア が そ ば に は あ る け れ どい つ か う 弾 き 出 し さ う も な い芝 生 の む か ふ は 森 で し てと て も 黒 々 し て ゐ ま すお ゝ チ ル シ ス と ア マ ン ト がこ そ こ そ 話 し て ゐ る 間森 の 中 で は 死 ん だ 子 が蛍 の や う に 蹲 ん で る
7 3

「 そ の 一 」 に 続 い て 月 に 照 ら さ れ た 庭 が 舞 台 で す が 、 牧 人 〈 チル シ ス と ア マ ン ト 〉 の ふ る ま い に 演 劇 的 な 展 開 は な く 、 森 に 遠ざ か っ た 〈 死 ん だ 子 〉 は 、 蛍 に 喩 え ら れ な が ら 光 を 放 つ こ と もあ り ま せ ん 。 時 の 流 れ が 淀 ん で し ま っ た よ う な 情 景 に 底 知 れ ない 悲 し み が に じ ん で い ま す 。

� （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

（ し や が ）

（ も

 や ）

　
大 久 保 雅 子 代 表 は 「 人

間 の 幸 せ と は 何 か を 問 いか け る 作 品 。 雄 大 で 美 しく も 過 酷 な オ ー ス ト リア ・ ア ル プ ス の 自 然 や

2 0

世 紀 前 半 の 暮 ら し の 再 現も 見 ど こ ろ 」 と 話 す 。

『 ど の よ う な 人 』  『 ど の よう な 財 産 』 が 対 象 に な る

の か 」  「 生 前 贈 与 に つ いて 」  「 事 前 対 策 と し て でき る 方 法 」 な ど 。　
申 し 込 み は 、 主 催 者

（
☎
０ ８ ３

－
９ ０ １

－

５

５ １ １ ） へ 電 話 す る か 、申 し 込 み フ ォ ー ム （ 二 次元 コ ー ド か ら ） で 。 初 回

　
西 京 シ ネ ク ラ ブ は 、

2 6

日  （ 土 ）  に 「 あ る 一 生 」（ ２ ０ ２ ３ 年 、 ド イ ツ ・オ ー ス ト リ ア ） を 山 口 市民 会 館 小 ホ ー ル （ 山 口 市中 央 ２ ） で 上 映 す る 。 時間 は 、 午 前

1 0時 半 、 午 後

２ 時 、 ７ 時 か ら の ３ 回 。　

1 4年 に 刊 行 さ れ た 、 ロ

ー ベ ル ト ・ ゼ ー タ ー ラ ーの 小 説 を 映 画 化 。 こ の 小説 は 、 世 界

4 0カ 国 以 上 で

翻 訳 さ れ 、 １ ６ ０ 万 部 以上 発 行 。 世 界 的 に 権 威 のあ る イ ギ リ ス の 文 学 賞 ・ブ ッ カ ー 賞 の 最 終 候 補 にも な っ た 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。

　
ジ ダ イ

オ 税 理 士事 務 所 主催 「 税 理士 が 教 える 相 続 税セ ミ ナー 」 が 、
2 5 

 
日

（ 金 ）  午 前

1 0時 か ら1 1
時 ま

参 加 特 典も あ る 。

で 、 山 口 合 同 ガ ス ひ ま わり 館 （ 山 口 市 大 内 千 坊４ ） で 開 催 。 参 加 は 無 料だ が 、 事 前 申 し 込 み が 必要 だ 。 定 員 は 先 着

2 0人 。

　

内 容 は 、  「 相 続 税 は

2 0世 紀 を ア ル プ ス に 生 き た 名 も な き 男
西 京 シ ネ が  「 あ る  一  生 」  を 上 映
２ ６ 日

ジ ダ イ オ 税 理 士 事 務 所

税 理 士 が 教 え る 相 続 税 セ ミ ナ ー
2 5日

応  募  フ ォ ー  ム
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 西 日 本 に よ

る と 、 ゴ ー ル デ ン ウ イ ーク ︵ Ｇ Ｗ ︶ 期 間 中 ︵ ４ 月
2 5日 ～ ５ 月 ６ 日 ︶ の 県 内

高 速 道 路 に お け る ５ ㌔ 以上 の 渋 滞 は 、 ５ 月 ３ 日︵ 土 ・ 祝 ︶ 午 前 ９ 時 か ら午 後 １ 時 ま で の 関 門 道 下り 下 関 Ｉ Ｃ か ら 門 司 Ｉ Ｃ︵ 最 長 ５ ㌔ ︶  、 同 ４ 日︵ 日 ・ 祝 ︶ 午 後 ４ 時 か ら

1 0時 ま で の 山 陽 道 ・ 広 島
岩 国 道 上 り 玖 珂 Ｉ Ｃ か ら大 野 Ｉ Ｃ ︵ 同

2 0㌔ ︶ の ２

回 が 予 測 さ れ て い る 。　
な お 、 渋 滞 の 激 化 を 避

け る た め 、 ４ 月

2 6日

︵ 土 ︶  か ら ５ 月 ６ 日 ︵ 火 ・振 休 ︶ ま で は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 休日 割 引 は 適 用 さ れ な い 。 Ｇ Ｗ の 高 速 道 渋 滞
県 内 で は  ２ 回 予 測

鈴 木

 俊 幸

 院 長

Ｑ . 胃 の 痛 み に つ い て 教え て く だ さ い 。Ａ .

「 胃 が 痛 む 」 場 所

は 、 お 腹 の 真 ん 中 か ら その 上 の あ た り を 指 す こ とが 多 い と 思 い ま す 。　
胃 炎 、 胃 潰 瘍 、 胃 が ん

な ど 、 実 際 に 胃 に 原 因 があ る こ と は あ り ま す が 、
「 胃 」 だ け が 原 因 で は な

い こ と も あ り ま す 。

　 　

　
例 え ば 、 胆 石 発 作 や 胆

嚢 炎 で 「 胃 の 痛 み 」 を 訴え て 受 診 さ れ る 方 も よ くお ら れ ま す 。 そ の 他 に 、十 二 指 腸 潰 瘍 な ど の 十 二指 腸 疾 患 、 逆 流 性 食 道 炎な ど の 食 道 疾 患 、 虫 垂 炎や 憩 室 炎 、 感 染 性 腸 炎 など の 腸 の 疾 患 、 膵 炎 な どの 膵 疾 患 、 な ど 消 化 器 系だ け で も 様 々 な 臓 器 が 原因 の 候 補 と し て 挙 げ ら れま す 。　
消 化 器 系 以 外 に も 、 狭

心 症 な ど の 循 環 器 疾 患 、尿 管 結 石 な ど の 腎 泌 尿 器疾 患 、 骨 や 筋 肉 の 異 常 など の 整 形 疾 患 、 婦 人 科 疾患 で も 「 胃 の 痛 み 」 と 感じ る こ と が あ り ま す 。 実際 に 臓 器 に は 異 常 所 見 がな く て も 、 ス ト レ ス な どの 心 因 的 な 要 因 で そ の よう に 感 じ る こ と も あ り ます 。　
前 記 か ら 、  「 胃 の 痛

み 」 で 悩 ん で お ら れ る 方は 、 ま ず は 一 度 近 医 へ のご 相 談 を お 勧 め し ま す 。す ず き 内 科 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

７ ６ ０ ０

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


